
様式４

まちづくり交付金　フォローアップ報告書

神戸海上新都心地区

平成２２年５月

兵庫県神戸市



１１１１．．．．数値目標数値目標数値目標数値目標のののの達成状況達成状況達成状況達成状況のののの確認確認確認確認（（（（確定値確定値確定値確定値））））

様式様式様式様式4444－－－－①①①①　　　　都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画都市再生整備計画にににに記載記載記載記載したしたしたした目標目標目標目標をををを定量化定量化定量化定量化するするするする指標指標指標指標のののの確定確定確定確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり

見込み ● なし ●

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み ● なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式様式様式様式4444－－－－②②②②　　　　そのそのそのその他他他他のののの数値指標数値指標数値指標数値指標のののの確定確定確定確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み ●

確定

見込み

※全ての指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

28 30 H　２１年　３月
ポーアイしおさい公園は長い水際線
を活用したイベントの実施が見込め
る。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標２

水際線への入込客数 千人 0

平成20年8月における島内居住人口
に占める割合は2.7%あり、人口増に
寄与している。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期

その他の
数値指標１

その他の
数値指標３

店 91

指　標 従前値

神戸学院大学北側マ
ンションの人口

人 0 433

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

学生数の増加に伴い、利用者数が
増加している。

100 H　２１年　３月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

学生を除く島内常住人口の減少にも
関わらす、店舗数は増加しており、
学生数の増加が影響していると考え
られる。

H　２１年　３月

H　　年　月指標５

ポートライナー利用者
数

千人/年 2,200

指標４ 市民活動数 団体 34

指標２

指標３ 営業店舗数

総合所見

神戸花鳥園の利用者が増加したた
めと考えられる。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

学生や教授などによる市民活動支
援が確認されるなど、市民活動の活
性化に対する本事業の影響が認め
られる。

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

○

61 H　２１年　３月 ○

3,841 H　２２年　４月

H　２２年　４月

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時

点での達成度

○

○

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

8.8%

3,738

○100

計測時期

事後評価

見込み・確定の別

423

1年以内の
達成見込み

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

指　標 従前値 目標値

指標１ 観光客入込率 ％ 2.9

100

40

1年以内の
達成見込み

○

3.0

見込み・確定
の別

4.5 △

2,800

○

目標値

58

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入



２２２２．．．．今後今後今後今後のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり方策方策方策方策のののの検証検証検証検証

様式様式様式様式4444－－－－③③③③　「　「　「　「今後今後今後今後のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり方策方策方策方策」」」」のののの進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況

様式様式様式様式4444－－－－④④④④　　　　フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップによりによりによりにより新新新新たにたにたにたに追加追加追加追加がががが考考考考えられるえられるえられるえられる今後今後今後今後のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくり方策方策方策方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

ショッピングゾーンの空き店舗の解消と地域の活性化

大学と地元との交流プログラム

実施にあたっての課題　その他特記事項

①ポートライナーの８時台について、23台を24台に1台増発した。
②ポートライナーの車輛を全車輛更新した。
　　⇒H18.3月からH21.10月にかけて、8,000系を2,000系に更新。
　　　1車両の定員が272名から306名に増
③三宮～大学の神姫バスが2便／1日増発された。

①PI　4大学連携訓練（地震発生訓練）21．10．3（土）
　・主催：神戸学院大学　参加：全体250人
　　神戸学院大学の敷地がメインで、
　　同大学の広場西詰のデッキ（しおさい公園）で消防ヘリで人形
　　を吊り上げるなどの訓練を実施した。
②神戸学院大他4大学合同スポーツ大会（マラソン）21．12.6
（土）
　・主催：神戸学院大学　参加：全体183人
　　コースでしおさい公園を南北に縦断する。
③神戸バレンタイン・ラブラン（マラソン）22．2．15
　・主催：サンケイスポーツ　産経新聞社
  　参加：約9,500人（昨年度7,493人）
　　PI市民広場がスタート・ゴール地点で、各コースがしおさい
　　公園を南北に縦断した。

学生数の増加に伴う交通量の増大に対応できた。

各種イベントにより一定の集客が実現した。

具体的内容

三宮～ポートアイランドの公共交通の利便性

水際線（ウォーターフロント）の賑わい

みなとまちづくり学校の継続

実施した具体的な内容

実施時期追加が考えられる今後のまちづくり方策

ポーアイ６５才大学、高齢者を介護する人のための介護支援プ
ロジェクト、地域イベントへの学生ボランティア、出前講座、公開
講座等

大学が現在展開している地域連携プログラムの推
進を支援することで、地域と大学の融合が進んだ。・成果を持続させるために

行う方策

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

今後の課題　その他特記事項

チャレンジショップの展開を継続する。

地域連携プログラム推進支援を継続する。

実施した結果

学生と地域・行政が協働し、ショッピングゾーンの空
き店舗を活用してチャレンジショップを展開し、地域
の活性化に寄与した。

なし

なし

なし なしなし なし
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